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小山田議長  皆さん、おはようございます。時間ですので始めたいと思います。

今年に入って初めての委員会で、成人式でお会いした方もいらっし

ゃるんですが、委員会としては初めてですので、また今年もよろし

くお願いいたします。 

 それでは、きょうも議題等いろいろございますので、まず配付資

料の説明から、事務局のほうでお願いしてよろしいですか。 

 

小堀生涯学習係長 では、本日お配りした資料を確認させていただきます。ちょっ

と数が多いですけれども。 

 まず、きょうの次第、第５回の会議録。その次に、活動内容ＰＲ

用紙。裏面に記入例があります。その次に、右肩に「資料（ＨＰ）」

と書いてある資料と、その次、社会教育関係団体名簿（平成２７年

度から２９年度）青少年健全育成団体というＡ４の一覧表。その次

に、右肩に「資料」と書いてある生涯学習情報コーナーというもの

があります。次に表面が小金井市社会教育委員会管外視察研修研修

先一覧、裏面に平成３０年度視察研修先参考資料。次に資料ナンバ

ーでいう４番から６番をまとめたものがついております。ここから

先が、委員の方だけですけれども、Ａ４の封筒にまとめて入ってお

ります。社協情報Ｎｏ．７７。次に、社協連会報。「とうきょうの

地域教育」Ｎｏ.１２９、１３０。図書館だより第４２号、４３号。

  公民館４７４、４７５、４７６、４７７。花みずき。東京の文

化財、東京文化財ウィーク２０１７。こちら福井委員からで、「地

域を結ぶ公民館活動」。 

  以上です。 

 

小山田議長  ありがとうございました。もし何か足りないものがありましたら。 

では会議にいきたいと思います。 

それでは、きょうの議題になりますが、まず、「会議録の承認につ 

いて」ということで、最初の資料になります。第５回社会教育委員の

会議ということで、９月のものですけれども、ちょっとお目通しをい

ただきまして、何かもしありましたらご自由に。 

 

原田副議長  これは既にデータで送られているものですね。何かあれば、もう

既にご連絡をいただいているみたいです。 
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小山田議長  もし何か修正した方がいらっしゃれば、修正があるかどうかを確

認いただきまして。こちらのほうはいかがでしょうか。こちらで会

議録のほうは、承認していただくということでよろしいでしょうか。 

 

（「はい」の声あり） 

 

小山田議長  じゃあ、こちらのほうは承認していただいたということで、よろ

しくお願いいたします。 

 それでは、きょうの議題が、「生涯学習支援センター機能（ホー

ムページ関連）について」ということと、あとは、「平成３０年度

の視察研修について」というのがございます。 

 まず、生涯学習支援センター機能（ホームページ関連）について

ということで、これも昨年からもお話が挙がっていますけれども、

きょうはまたお話を進めたいと思います。 

 では、小堀さん、事務局のほうから、キーというか、資料を通し

て説明をお願いいたします。 

 

小堀生涯学習係長 そうしましたら、４枚、資料をお配りしている中で、活動内容

ＰＲ用紙と、資料（ＨＰ）と、社会教育関係団体名簿、生涯学習情

報コーナー、こちらの４枚をちょっと見ていただきたいと思います。

前期からの委員の方は、見たことある用紙があるかとは思いますが、

今期初めての方もいらっしゃいますので、改めて説明させていただ

きます。 

 狭山市の視察研修に行きまして、生涯学習に特化したホームペー

ジ等を見させていただいたところなんですけれども、小金井市の現

状として、生涯学習に特化したホームページをつくるということは

今の段階では難しいんじゃないかということで、生涯学習情報をも

う少し簡単に見られるようなつくりにできないかということを、皆

さんにおっしゃっていただきました。 

 今回お配りした中に、以前の資料を使ってしまったので一番上に

阿波おどりの絵がついている資料なんですけれども、これが現状の

市のホームページで、①と書いてある阿波おどりが出ているこちら

が、市のホームページの一番最初の画面になります。こちらの中の

左から２番目、「子育て・教育」というところをクリックしていた

だくと、次に、②ということで書いてある「子育て・教育」のペー
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ジに移ります。そこにはもうちょっとたくさんの項目があるんです

けれども、その中の１つ、真ん中の左に「生涯学習」と書いてある

ところがあるんですが、生涯学習課の事業等はこちらに入っており

ます。 

 事業案内とか資料とか講座とかそういったところに分かれてい

ろいろなものが入ってるんですけれども、この段階で今、ホームペ

ージから１回クリックしている状況なんですが、ここの「ＩＴサポ

ートセンターを開催しています」というところの下あたりに「生涯

学習情報コーナー」、名称は今のところ仮称なんですけれどもそう

いった案内をつくりまして、そちらを押して、生涯学習の情報がそ

こから見られるようにということを目指して、おっしゃっていただ

いています。 

 右上に「資料」と書いたＡ４の「生涯学習情報コーナー」という

資料なんですけれども、先ほど言った、ＩＴサポートセンターの下

あたりに「生涯学習情報コーナー」というものをつくったときに、

そこを押したときに、次に、左側の「生涯学習とは」、「各種事業（講

座）」、「関係団体」、「関係施設」という形で大きく出るようにして、

それをクリックすると、今度、左から２番目の列の、枠で囲んだと

ころに飛んでいくという、その下に事業等が入っていくということ

をイメージしています。その先、一番右端へ矢印があるものは、全

てではないですけれども、ホームページへリンクしているものとか、

あと、リストとかがあるものはそちらを選べるようにという形にな

っております。 

 あわせて、社会教育関係団体についてですが、現状では、先ほど

阿波おどりのところが出ている資料の一番下に「社会教育関係団体

一覧」というものが書いてありますが、「子育て・教育」、「生涯学

習」、「資料」、「生涯学習係」まで押して「社会教育関係団体一覧」

というのが出るようになっていて、そこのＰＤＦをクリックすると、

資料でお配りしているＡ４横の社会教育関係団体名簿というもの

が分野ごとに出るようになっています。現状、このような形をとっ

ております。 

 また、ＰＲ用紙については、社会教育関係団体が３年に１回登録

の更新をしていただいているんですが、今登録していただいてる方

たちは平成２７年から２９年の登録となっておりまして、平成３０

年３月に更新をしていただきます。そのときに、なかなか活動につ
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いて伝わりづらい部分もあるんじゃないかということで、社会教育

関係団体活動内容ＰＲ用紙というものを記入していただいて、これ

は任意なので、どの団体も全部につくっていただかなきゃいけない

というものではないんですけれども、今後の予定としては、集まっ

たものを窓口に備えて紙で見ていただくものと、あと、いただいた

データとか紙ベースをＰＤＦにして、先ほど見ていただいたような

社会教育関係団体のリストからＰＲ用紙の部分をクリックすると、

その案内が見られるようにということを考えています。 

 時期とすれば、このＰＲ用紙は、社会教育関係団体の申請をして

いただくタイミングでできれば一緒にお配りしたいと思っており

まして、今回、２月の半ば過ぎに申請書をお配りする予定になって

おりますので、できれば、きょうの会議で話し合いいただいて、形

式が確定できたらいいとは思っております。 

 以上です。 

 

小山田議長  ありがとうございました。 

 重複する部分もあるかと思うんですけれども、ちょっと補足をし

ながら。 

 生涯学習支援センター機能を何とかしたいというのがまずあり

まして、第３次の計画とかにも書いてありますので、それで何がで

きるかというところで、昨年度からホームページに情報を集約した

ものをまずできればいいんじゃないかということで、狭山のほうに

見学に行ったりしています。予算的なものとかそういうのもありま

すので、とりあえず、今できるところからやりましょうということ

で進んでいました。 

 それで、生涯学習課のほうでやれる範囲でということで、とにか

く何か情報コーナーを新たに設けようということで、昨年度と、先

日、小委員会の部会が開かれまして、小委員会のほうでもある程度、

内容を固めてきました。その生涯学習情報コーナーの中に新たにと

いうことで、先ほど小堀さんから説明がありました「生涯学習情報

コーナー」という、「資料」と書いてあるこれが、生涯学習課のほ

うで頑張っていただいて、クリックすると出てくるように、４月の

中ごろを目標に準備をしていこうということです。 

 これが全体のコンテンツと内容なんですが、まずこれを見ていた

だいて、これは小委員会でもちょっと検討してこういった形で今出
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ているんですが、さらに委員会でもご審議いただいて、何かここは

こうしたほうがいいんじゃないかというのがまず１つあります。全

体的な内容がこれが出るということで、ただ、生涯学習課の方がや

ってくださる範囲ということなので、あまりご無理も言えないかも

しれないということがあります。将来的には、これがオープンして

からもっと充実したほうがいいっていういろんな意見ができたら、

さらにいろんなことができるかと思うんですが、まずは基本的なも

のができたらということで、こちらのほうをご意見いただきたいと

いうこと。 

 それから、この中で、「関係団体」というコーナーがありまして、

「社会教育関係団体」のリストを、ＰＲをもうちょっとできるよう

なものをつけたらいいんじゃないかということで、ちょうどこの春

に社会教育関係団体の申請の更新の時期ということで便りを出せ

るということですので、そのときに、ホームページに出していただ

くようなＰＲ用紙をつけて、それに書いていただいたら、その新し

い情報コーナーのところにＰＲ用紙をＰＤＦにしてそのまま、その

団体のところに、わかるようにおつけしようというような企画とい

うことで、お話があります。 

 その実際のＰＲ用紙というのがこちらにありますけれども、活動

内容ＰＲ用紙という、これもこの間、小委員会で、幾つかいろんな

パターンがあったんですけれども、ひとまず社会教育関係団体とし

てはこういったようなＰＲ用紙がよいのではないかということで、

団体名と活動内容と、あと活動の紹介で、活動場所、活動日時、会

員数、会費、ホームページがあれば書いていただいて、これがこの

まま掲載されるということです。一応写真のほうも、もし掲載可能

な写真があれば、お寄せいただければそれも掲載できるということ

です。 

 きょうは、先ほどの全体の情報コーナーのご意見と、このＰＲ用

紙を２月の中旬に配布したいということなのできょう確定させて

いただけたらということで、その用紙についてご意見がありました

らいただけたらということです。 

 実は、活動分野とかそういうのもあって、最初、入れたらいいか

と言ってたんですけれども、この用紙にはそれは入れないで、お申

し込みいただくときに申請用紙のほうには分類を書くようになっ

ているので、青少年健全育成だったり女性問題関係団体ということ
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で、掲載するときにそれを分けてリストとしてここに順番に掲載し

たらよいのではないかという意見が小委員会のほうでは出ていた

んですが、また皆さんのご意見を聞いていきたいと思います。 

 ということで、全体のコンテンツのこととＰＲ用紙について、何

かご意見があればいただきたいと思います。 

 

（事務局 追加資料配付） 

 

小山田議長  今、小堀さんが２７年度から２９年度の社会教育関係団体の登録

についてという、緑の用紙を配っていただいてるわけですが。 

 

小堀生涯学習係長 ちょっと説明をさせていただきます 

 

小山田議長  はい。じゃあ、小堀さん、お願いします。 

 

小堀生涯学習係長 こちら、今生きている平成２７年度から２９年度の登録をお願

いするときに使っていただいた用紙です。おおむね、３０年度につ

きましても用紙についての変更はない予定ですけれども、こういっ

た用紙を今現在登録中の社会教育関係団体にはお配りして、３０年

度から３２年度までということで登録の更新をしていただく。あと

は、市報等にも載せますので、新規の団体等がございましたら、新

規の団体等にも窓口等でお配りする予定です。こちらの社会教育関

係団体は、一番後ろにある要綱をもとに登録をしております。 

 以上です。 

 

小山田議長  ありがとうございます。 

 申請団体の方は、この申請用紙を書いて、さらにホームページで

ＰＲ用紙を出したい方はこっちも書いていただくということにな

ります。 

 じゃあ、生涯学習情報コーナーのこの資料の順番に見ていければ

と思うんですけれども、まず、左のほうの「生涯学習とは」、「各種

事業（講座）」、「関係団体」、「関係施設」というのを大きい項目と

して据えていまして、それぞれをクリックすると、「生涯学習とは」

は「生涯学習概要」、「推進計画」というのが出てくると。で、「推

進計画」は、「第３次生涯学習推進計画」ということで、ＰＤＦに
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飛ぶようにすると。 

 で、続いての、「各種事業（講座）」というのがありまして、その

中で、「子どもをテーマとした事業・講座」、「大人がおもな対象の

事業・講座」、「イベント事業」、「公民館事業」、「図書館事業」、「ス

ポーツ事業」、「清里山荘事業」という大きい項目がありまして、

「子どもをテーマとした事業・講座」のところをクリックすると、

その下に、「放課後子ども教室」、「心身障害児地域活動事業」、「校

庭開放事業」、「家庭教育学級」、「思春期子育て講座」、「青少年の

ための科学の祭典」というのが出てくるということです。 

 次が「大人がおもな対象の事業・講座」ということで、ここをク

リックすると、「まなびあい出前講座」、「シニア世代のための地域

活動講座」、「こがねい市民講師登録・紹介制度」、「小金井コミュニ

ティ講座」というところで、それぞれが講座リストですとか市民講

師リスト、外部サイトへというふうな形で飛べるようにリンクを貼

っていただくと。 

 次が「イベント事業」で、こちらは「成人の日記念行事」という、

今はこれだけなんですが、また何かあれば増える場合も。 

 続いて「公民館事業」は、もう公民館のホームページがそれぞれ

ありますので、飛んで、リンクを貼っていただく。「図書館事業」

も、図書館のホームページのほうにリンクを貼っていただくという

こと。「スポーツ事業」は、スポーツのホームページへリンクを貼

っていただき、「清里山荘事業」も清里山荘のホームページにリン

クを貼っていただく。 

 この事業が、小委員会でも、もっといろいろ出したほうがいいん

じゃないかという意見もあったんですが、とりあえず生涯学習課の

ほうで主催されている事業を主に掲載するということで今回はい

いのではないかというのが、小委員会の意見ではありました。 

 「関係団体」は、「社会教育関係団体」ということで、提出する

と、申請してくださった団体を分野に分けてそれぞれにお名前とリ

ストを出し、その活動ＰＲ用紙に飛べるように出していただくとい

うところが「関係団体」。 

 あと、「関係施設」につきましては、公民館、図書館、スポーツ

施設、文化財センター、清里山荘と、各種事業とちょっとかぶると

ころはあるんですが、一応またホームページにそれぞれ飛べるよう

にということで、スポーツ施設は、総合体育館、栗山公園健康運動
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センター、上水公園運動施設、小金井市テニスコート場ということ

で、一応こういう構造になっております。 

 何かご意見があれば。これにつきましては、４月中旬ごろにオー

プンするということで、次の委員会でもまだご意見をいただければ、

加えたり削ったり、ちょっとジャンルを変えたりということは可能

ということなんで、きょうは、もうちょっとここを入れたほうがい

いんじゃないかとか、このタイトルは変えたほうがいいんじゃない

かとか、そういうご意見があればいただければと思います。 

 いかがですか。 

 

原田副議長  ちょっと、使う立場から補足をしますと、なぜこの生涯学習情報

コーナーをつくるかというと、市民の中で、何かやりたいんだけど

どこへ行ったらいいかわからない、何をやってるかわからない、ど

ういう場所があるのか、どういう団体があるのかという疑問に答え

ようということですね。それで、小堀さんが一生懸命つくっていた

だいたその狙いは、とにかく、あまり何回も何回も押していくと途

中でくたびれちゃうんじゃなくて、なるべく早く行き着くようにし

たい。そうはいっても、随分何回も押さないといけない。これが最

小限に絞った構造になってるんですね。 

 実際、私がじゃあこれを使おうとしたときに、さっきご説明あっ

たように、まず、小金井市のホームページ、一番トップページに、

１番、行きます。で、１回。「子育て・教育」を押して２回。で、

その中に「生涯学習情報コーナー」というものが新設されると。で、

３回押しますね。そうすると、この縦欄のものにたどり着いて、３

回目でこれの左端です、「生涯学習とは」、「各種事業（講座）」、「関

係団体」、「関係施設」、この４つが出てくるんですね。これを押す

と、その奥へ入っていくということで、生涯学習情報コーナーのと

ころに行くと、その人の目的によって、何か講座を受けたいわ、何

かイベントに参加したいわという人は「各種事業」と。それから、

どんな団体があるかしらという人は「関係団体」のところに行くと。

それから、どんな施設があるのかしらという人は「関係施設」にと

いうことで、今議長のお話しがあったように、多少情報がダブって

ても構わないので、それぞれの興味関心で行けるようにしてはどう

かという設定になってますね。 

 で、今までにない情報は、今までは「社会教育関係団体」で、団



 -９- 

体のこの横長のように、名前とか何とか、こういう若干お役所的な

表が出てくるだけで、中身がよくわかんないと言う人に応えようと

いうことで、団体自身がＰＲしたいというものが直接出てくるよう

にしようということで、小堀さん、これもこの表から行くことにな

るんですか、ＰＲ用紙は、一番右の。 

 

小堀生涯学習係長 そうですね。今、一番右側に「ＨＰ等」と書いてあるところが

あると思うんですけれども、そこに追加するか、もう１列つなぐか

なんですが、列の端っこのほうにあるところをクリックするという

ふうに、リストの中からクリックしてという形で。 

 

原田副議長  団体が、この表が分野別に出てくるんですね。例えば、だから、

何かボランティアやりたいわといったら、ボランティアのところを

ざーっと見ていって、そこに「ＰＲ用紙があります」という印があ

れば、そこを押せばその団体のＰＲ用紙が出てくると、こういう仕

掛けだと思います。 

 かなり利用者の側に立った設計になっているかなという気がし

ます。皆様、いかがでしょうか。 

 

小山田議長  あと、ＰＲ用紙を小委員会で検討してるときも、それぞれの個人

情報について、団体にすぐ連絡できるようにほんとうはあればいい

んじゃないかという意見も、それぞれの団体の連絡先までという意

見もあったんですが、個人情報の問題で、それを掲載するにはまた

いろんな会議にかけたりしなくてはいけないということで、現状と

してすぐ出せるとしたら、個人情報の連絡先とかはここには掲載せ

ず、ただ、生涯学習課のほうでリストとしてはお持ちなので、実際

に連絡先を聞きたいという場合は、生涯学習課のほうに尋ねていた

だくというようなシステムでやるっていう話にはなっています。た

だ、ホームページがあるところは出すので、そしたら、ホームペー

ジに飛んでもらうと、多分そこには連絡先とかも書いているかなと

思うんですけれども。一応ホームページは掲載してもいいというこ

とで、登録申請用紙のほうには、オーケーの場合には丸というふう

に入れるということになっているので、そういったところでは、ホ

ームページは、公開オーケーなところは出せるかなという形になっ

ています。 
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 でまあ、何かもうちょっと細かい、いろいろ出したらいいんじゃ

ないかといった意見もあったんですが、とりあえずはこのぐらいの

項目でよろしいかなというのが小委員会でまとまった意見なんで

すけれども。このＰＲ用紙のほうは、きょう絶対にこれは固めたい

ということで、２月の今度の委員会前にもう各団体等に、そうした

いということで言って。両方どちらでもいいんですが、こちらはま

だ次の委員会でも意見を聞けるということなんですが、ご意見があ

りましたらいただきたいです。 

 はい、福井さん。 

 

福井委員  意見なんですけれども、社会教育関係団体じゃなくて、全体的に

小金井市で活動している市民活動団体リストっていうので、コミュ

ニティ文化課及び社協のほうで協力している紙媒体のリストがあ

るんですが、一般活動をしている約３００団体が網羅されている紙

媒体の書類があるということなんですけれども、今回こちらのほう

は、あくまでも社会教育関係団体のみの団体で登録のＰＲ用紙とい

うことで、小委員会で検討されてる途中の用紙だということで今理

解はしております。裏ページにある注意事項も加味するんですけれ

ども。 

 もう１つ、このＰＲ用紙は、そういう個人情報云々ということで

項目と紹介をここで添えているんですけれども、紙媒体の団体リス

トは、全て個人情報の住所、氏名、電話番号等、それも掲載するか

どうかっていうのは、一般の団体の意思表示で掲載する・しないと

いうところも確認してつくられているんですが、あくまでもこの生

涯学習情報コーナーのアクセスルートで検索していって、ここまで

のＰＲ用紙にたどり着いたとして、例えば、そことちょっと交渉し

たりとか確認したいという場合にたどりつけない。一切、ＰＲだけ

で終わってて。個人としては、意図する団体のアクセスルートとし

ては、ホームページというのもあるんですけれども、我々一般市民

が利用する場合はｅメールっていうものを使うんじゃないかと思

いますから、意見として、この活動紹介を知らせる中の「ホームペ

ージ」の下に、ｅメールはアクセスするかどうかということも小委

員会で検討していただければということで、意見を申したいと思い

ます。 

 以上です。 
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原田副議長  小委員会でそのご意見が出て、もちろん、庁内の手続を踏めばそ

こまでやれないことはないんですが、それをやってると来年になっ

ちゃうということで、私は、４月にスタートさせるほうを重点にし

たほうがいいんではないかという意見です。ｅメールも個人情報な

んで、審議しないと出せない。そのかわり、このＰＲ用紙を見て興

味を持った人が問い合わせをしたら、必ず生涯学習課で丁寧に対応

してくださるという、そういう前提でやってみたらどうかなと思う

んですが、いかがでしょうか。 

 

小山田議長  ほかの皆さんはいかがでしょうか。 

 柴田委員。 

 

柴田委員  いち早く市民の方に学習の情報を届けることが最大目的でした

ので、４月からこのシステムを発足させるということで、原田委員

がおっしゃったように、まずはやってみるというところに重点を置

いて進めていく必要があるのではないかと思います。 

 

小山田議長  ありがとうございます。 

 首藤委員はいかがですか。 

 

首藤委員  そうですね、こうやって整理されていくことがすごく大事だと思

いますし、そこから先、どこまで入るのかというのは、やっていく

中で考えればいいかなというふうに思いますから、とりあえず今の

段階で整理されて、４月に立ち上げるということであれば、やって

みて、何か問題があればもう１回という手順でよろしいかと思いま

す。 

 

小山田議長  ありがとうございます。 

 城委員はいかがですか。 

 

城委員  私も、せっかく４月から載せられるように進んでいるので、でき

る範囲内で４月に載せられるように持っていったほうがいいんじ

ゃないかなと。細かいことは、やっていきながらやっていくしかな

いんじゃないかなと思います。 
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小山田議長  よろしいですか。 

 ということで、ｅメールはまたちょっと次の段階ということで、

とりあえずホームページまでの情報でお出しして、その先に、追記

でやれるんであればまたちょっと進めるということで。 

 

原田副議長  福井さんのご意見は、すごく僕は共感できるんです。実際、生涯

学習情報コーナーをパソコンを使って見る人というのは、電話した

りなんかするよりは、おっしゃるようにｅメールですぐ聞きたいと

いう人は多いと思うんで、そうなるのが絶対理想で、そのほうが反

応がいいと思うんですよね。パソコンを使っている人が、何だ、行

けないのかよって言って、僕もよくあるんだけれど、どこにもない

とそこでがっかりしてやめちゃうということもあるよね。したがっ

て、だから、なるべく早くそのテーマに、今後の改良もやっていっ

たらいいなと思います。 

 

福井委員  ありがとうございます。 

 

小山田議長  今、ほんと、ｅメールでも結構ブロックとかされていて、個人だ

と、逆に、送っても届かなかったり、ブロックされて戻って来たり、

迷惑メールに入れられてしまったりとかっていうのもやっぱり、知

らない人からのアクセス拒否というのをかなり皆さんセキュリテ

ィ管理をしてらっしゃるというのがあるかと思いますので。とりあ

えず、生涯学習情課の皆様はお問い合わせが大変になるかというの

が、ちょっと申しわけないような気はいたしますけれども、とりあ

えずこのＰＲ用紙でやらせていただいて、どのぐらい問い合わせ等

があるかというのを、来年になりますけれども、始めてからまた委

員会とかでご報告いただきます。 

 じゃあ、ＰＲ用紙はこれでということで、２月の中旬にお配りい

ただくということにしたいと思います。ありがとうございます。 

 あと、全体のいろいろなコンテンツがあってという、タイトルと

かもこれでいいかみたいなこともあるんですけれども。すぐにと言

ってもなかなかご意見も出しづらいかもしれないので、これは次回

にもご意見はいただける、時間的には大丈夫ということですので、

ちょっと見ていただいたり、市のホームページも見ていただいたり、
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これでよいかというのをちょっとまた皆さん、ご検討いただければ

と思うんですけれども。方向性としてはこういうようなことでよろ

しいでしょうか、皆さん。細かいことはまたあれですけれども。大

きいコンテンツがもうちょっと、何かご意見があれば。 

 大丈夫ですか。 

 

原田副議長  質問ですけれども、基本的には、ＰＲ用紙以外は、今あるものを

並べかえるわけですよね。そんな単純なものじゃないんだっけ。 

 

小堀生涯学習係長 例えば、生涯学習情報コーナーの「子どもをテーマとした事業・

講座」というところに「放課後子ども教室」というのが入っていま

すが、今は全部文章で入っています。放課後子ども教室はこういう

ものですという形で。それを、ただの文章だけではなくて、クリッ

クしてつなげられるリスト等があるものについては、クリックして

その先で見てもらうという形ですが、基本はあるものを応用してい

くというところです。 

 ただ、今ないものでももし載せることが可能なもの、「シニア世

代のための地域活動講座」とかっていうのは、年度がかわると始ま

る予定なので、そういったものも、そのチラシとかに行けるように

ということをプラスして行いたいとは思っていますが、他は既存の

ものを応用するというところが多いかと思います。 

 

福井委員  ４月以降「生涯学習情報コーナー」でまずここでクリックすれば

小金井市のルートで出てくるということ自体を、一般市民に知らせ

るためには、やはり、こういうのを市報に載せていただいて、こう

いう情報コーナーが新設されたというところのＰＲが必要かと思

いますから、具申しておきたいと思います。 

 

小山田議長  でき上がったら、一般市民の方にも市報ですとか、何かチラシみ

たいなものを公民館に置いたりとか、そういうことはしたいですね。 

 

原田副議長  公民館のチラシって、結構みんな持っていきますよね。あそこに

出しといたらいいかもね。 

 

福井委員  利用するのは一般市民が当然、アクセスするための資料だと思い
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ますから、データというか、ぜひ、そういう新設した情報があると

いうことの広報活動のお願いをしたいと思います。 

 

小山田議長  来年度になると思いますが、でき上がったら、ＰＲのほうもぜひ

考えていくということで。 

 

原田副議長  我々の周りの人に口コミというのも大事かも。今後こういうのが

始まるよって。それも一緒にやりたい。 

 

小山田議長  はい。じゃあ、皆様の口コミと、資料と、公的なものでＰＲを。 

 とりあえず、じゃあまた次回、これももう一度議題に挙げたいと

思いますので、実際、皆さん、いろいろ見ていただいて、何かもし

ご意見があれば、次回までに考えておいてください。お願いいたし

ます。方向性としてはこの方向で進めていただくということで、ち

ょっと事務局のほうが大変だと思いますが、よろしくお願いいたし

ます。 

 それでは、続いて、３番目の議題に行きたいと思いますが、議題

（３）「平成３０年度の視察研修について」ということで、資料の

ほうが、先ほどご説明ありました、これまでの視察の研修先一覧と

平成３０年度の参考資料の両面になっているものになりますが、小

堀さん、事務局からちょっとご説明をお願いいたします。 

 

小堀生涯学習係長 「平成３０年度の視察研修について」を議題にさせていただい

たのは、マイクロバスを使っての研修になる場合には、３月ぐらい

に大まかに行き先とか、高速道路を使うとかそういったところをあ

わせて申請をしないといけないというのがありまして、遠方を考え

ていることがあった場合は、なるべく早く確認しておきたいという

ところがありまして、議題にしていただきました。 

 研修資料はＡ４裏表になっていて、１つは、これまで平成１８年

度から２９年度まで行った先を羅列させていただいています。裏面

のほうは、おととい開かれた第３回小委員会のときに福井委員から

ご助言いただいて、「とうきょうの地域教育」、こちらは１２６番か

ら抜粋してまとめたものです。１２９、１３０をお配りしているん

ですが、こちらの中にもいろいろな活動をしている自治体の情報が

出ておりまして、視察先の１つの例になるんじゃないかということ
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をご助言いただいたので、後ろにつけています。 

 １２６のほうは今回抜粋したものを見ていただいて、１２９、１

３０は本日お配りした中のものを見ていただいて、参考にしていた

だければと思います。 

 以上です。 

 

小山田議長  ありがとうございます。 

 ３０年度ということで、来年度なんですが、先日行われました小

委員会で話し合いをして。きょうの資料の「とうきょうの地域教育」

の１２９号に結構、実は出ているんですが、今度、学校支援地域本

部っていう、学校と地域と連携して学校を支えていこうという、そ

ういった施策がありまして、さらに、地域学校協働活動の推進とい

うことで、２ページ、３ページを見ていただくと、これまでの地域

の教育支援活動の展開ということで、順番に、放課後子ども教室推

進事業、学校支援ボランティア推進協議会事業があったりっていう

ので、今、実際、地域学校協働活動というところの推進というのを

国も挙げ、東京都のほうも推進しているといったような状況である

と。 

 平成２９年の３月に社会教育法が改正されまして、この中に実際

に、「社会教育法改正」というところを見ていただくと出てきます

けれども、市町村の教育委員会は、地域住民等の関係者が学校と協

働して行うものの機会を提供する事業を実施するに当たっては、地

域住民の積極的な参加を得て、というようなことが書かれておりま

す。 

 そういった中で、実際、小金井は状況としてはどうなんだろうと

いうところを振り返りまして、そうしますと、放課後子ども教室は

充実した活動ができているんですが、やはり、地域学校協働活動の

前段としての学校支援のための学校支援地域本部事業というのも

モデルで何校かやったことはあるのですけれども、全校的にも広が

ってはいない。 

 さらに、その先にコミュニティスクールというのもありまして、

コミュニティスクールは今、小金井市はゼロ校であるというような

ことも踏まえて。あと、この近隣のほうも、視察も、実は平成２６

年度は国分寺市立第七小と杉並区の向陽中学。こちらもちょうどコ

ミュニティスクールを見にいくっていう視察をしたんですが。平成
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２８年度は小平市の中学校と小学校で、こちらもコミュニティスク

ールの視察には行ったんですけれども、視察に行っただけで終わっ

ていまして、実際、近隣の市ではもう始まっているんですが、なか

なかこの小金井のほうでは進んではいないということもございま

す。 

 で、もう一度、社会教育委員としてもこういったところの課題、

まあホームページができまして、その次、来年度の１つの課題とし

て、いきなりコミュニティスクールというのも非常にハードルが高

いんですが、まず学校支援というか、今、地域学校協働活動ってい

うものになっていまして、そういった方向の、地域と学校との連携

ということで何か、社会教育のほうからも視察をしてその後何か提

言できるようなものをつくって、来年度の活動としてはどうかとい

うことで、小委員会でご意見が出ました。 

 それで、事務局のほうにお願いして、「とうきょうの地域教育」

の１２６号に地域学校協働活動をやっていらっしゃる事例が出て

おりましたので、１つは、市内をヒアリングするというのもいいん

じゃないかという意見も出まして、実際、学校がどういった状況か

とか、ボランティアの状況等を先生にお話を伺ったりというのはあ

るかなという意見も出たんですが、せっかくなので、いろんな地域、

外に出て、実際やっているところを見たいというご意見もありまし

て、こういった資料を出していただきましたというところになって

います。 

 まず、来年度視察がそういう方向でいいのかというのがございま

して、きょう決定しなくてもいいということを伺っているので、そ

の方向性がよいとしたら実際どういったところがあるかというの

は、どういったところに視察に行きたいかというのはまだご意見は

挙げていただけたら大丈夫ということではございます。 

 ということで、方向性として、来年度の視察がこういった方向で

よいかということでまずちょっとご意見を伺いたいんですが、他に

も何か別なことで方向性ですとかあればまたご意見をいただけれ

ばと思うんですけれども、いかがでしょうか。 

 

福井委員  先ほど事務局のほうから、マイクロバスを使う場合は３月中の申

請ということを言われたんですけれども、例えばことしの秋ごろ研

修に行くという場合でも、３月中に申請しておかないと行けないと
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いうことですか。 

 

小堀生涯学習係長 そうですね。例えば今までの研修は、例年６月、５月前後に行

ってると思うんですけれども、研修をしたことを受けてまた話し合

いをするとかってなっていくのであれば、あまり遅いとまた、その

話し合いの機会が減ってしまうとかっていうのも多分あると思う

んですね。昨年も、狭山に行ったときは、なるべく早く行って、そ

の様子を見て話し合いをしたいという話があったと思うんです。な

ので、遠方、県外に出ることを想定しているとかっていうことがあ

ると、高速道路代とかを予約時に入れておかないといけないので。

もし、イメージとして都内のどこかの学校っていうところぐらいま

でもし話がつけば、ある程度の目安で設定してみたいなことはでき

ると思うので、方向性だけでいいと思います。 

 ただ、時期はおおむねこれぐらいに行きたいということを決めと

いていただくと、来年度の計画、流れの中でも動きやすいので、例

えば、いつぐらいに、こういうことを目的に、このあたりを見たい

というところを、２月の次の会議ぐらいまでに決まっていると、ス

ムーズにいくと思います。 

 

福井委員  ここに過去１０年ぐらいの資料があるんですけれども、大体、例

年だと、秋に行ったケースを計画して６月ごろに行ったという事例

報告でよろしいんでしょうか。 

 

小堀生涯学習係長 そうですね。大体４月、５月に会議があり、その４月、５月の

会議は通常通り行い、６月か７月ぐらいになっていると思います。

多少違う年もあるかと思いますが。 

 

原田副議長  去年とおととしはたしか９月に行ったような記憶がね。 

 

小堀生涯学習係長 本年度の狭山は５月です。 

 

原田副議長  あ、そうでしたっけ。 

 

小堀生涯学習係長 その前の小平市のほうは、最初７月で予定していたんですけれ

ども、調整している中で９月になりました。 



 -１８- 

 

原田副議長  なるほど、わかりました。そうすると、例えば、３月までに仮に

江戸川と北区の学校に行きますよと計画して、その後の変更で日野

になりましたというのは、それぐらいは大丈夫？ 

 

小堀生涯学習係長 大丈夫です。 

 

原田副議長  大丈夫ですね。 

 

小堀生涯学習係長 はい。ただしあまり間際ですと最終的な行程表を出す都合があ

るので。近くから遠くへと変更して有料駐車場代等がかかってしま

うと、いろいろ難しくなっていくんですけれども、ある程度可能性

のある遠目のところを設定しておくということでも。 

 

原田副議長  そうすると、じゃあ、テーマが地域学校協働活動ということでい

いのかどうかですね。 

 

小山田議長  その視察に行くっていうことでよいかっていうことですね。 

 

原田副議長  柴田先生、ご専門だと思うんですが、地域学校協働活動を推進す

る上で、我々社会教育委員と学校との関係で、何をポイントに我々

は見て物を言ったらいいのかっていうことをちょっと教えてくだ

さい。 

 

柴田委員  先ほど出ましたコミュニティスクールっていうのは、学校運営協

議会という組織を設置した学校をコミュニティスクールとか、日本

語でいうと地域運営学校というふうにいうんですけれども、その管

轄は教育委員会の中でも学校教育課のほうが主に担っていますの

で、生涯学習のほうにある社会教育委員の会議としましては、そこ

に直接アプローチするよりは、放課後子ども教室とか、地域と学校

が連携した地域学校協働本部のような活動を視察して、その小金井

市でのあり方を検討していくっていう、小金井スタイルをどう考え

ていくかということにつながると思うんですが、そこにアプローチ

するのが一番いいと思います。 

 で、進んだ事例で、きょうお配りいただいた「とうきょうの地域
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教育」の冊子の中には、ただ単に学校と地域が連携するだけじゃな

くて、そこに企業が入って、企業の社会貢献活動というところとも

連携した活動が展開されている事例がたくさんありますので、そう

いう事例を見るのもいいかなとも思います。 

 

原田副議長  この資料ですか。 

 

小山田議長  ちょうど、きょう、お配りいただいている。 

 

柴田委員  はい。３ページから５ページのあたりにいろんな事例が。このほ

かにもたくさんあるんだと思いますけれども。 

 

小山田議長  そうですね。ちょっと私もここにかかわっていたりするんですけ

れども、ほんとうにいろんなプログラムがありまして。で、学校で

出前事業的なものを行ったり、企業を呼んで事業を行ったり、企業

じゃなくても市民行事とか、そういったプログラムを取り入れて実

際やっているっていう事例もありますね。あとは、地域学校協働活

動という中にも、先ほどのもう１つの資料の２つ目、江戸川区の地

域未来塾というのが書かれているんですけれども、新たな取り組み

として、放課後の補習授業というので、これは地域の方たちがスタ

ッフとして関わったりとか、そういったような活動もあります。小

平はやっていて、小金井はやっていないんですけど。あと、町田と

かもちょっとやっていたりして、そこを視察したりしたこともある

んですが。 

 そういった取り組みも実はあるんですけれども、やはり小金井に

はないということで。地域協働にしてもいろんなパターンがありま

す。ちょうどいろいろバラエティーに富んで入れていただいていま

すけれども、土曜日の教育支援というのもありますし、あとは、今

言った学校支援の地域未来塾というのもありますし、子ども放課後

教室その一つです。まあ、いろいろございますので、地域もどこが

よいかってなるんですが。 

 

原田副議長  そうすると、地域によって事情が違うから、それぞれのやり方が

あるわけですよね。小金井はまだそのやり方が見えてない。やって

ないことはないと思うけど。はっきりしてないってことでしょう。 
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柴田委員  小金井の放課後子ども教室は、その学校によって運営形態はさま

ざまなようです。学校側が、副校長先生なんかがリーダーシップを

とってやってるようなところもあれば、児童館と連携してたり、そ

れから保護者や地域のさまざまな団体の有志の方たちが協力して

くださっているところもあったりというようなところもあります。 

 

福井委員  今配っていただいたＮｏ.１２９と１３０の話、プラス１２６号

という資料がまだ資料としてあれば、こっちのほうが逆に活動事例

として、今柴田委員が言われたような放課後子ども教室の推進事業

で北区また王子もやってるよというような資料もありますから、第

１２６号も目を通していただければと思います。 

 

小山田議長  視察の行き先ということの方向性としては、今も出ております、

学校の中での地域学校協働活動、放課後ということで進めていくと

いうような方向で、そのあたりは皆さん、よろしいですか。特にほ

かに何か、こういうところに行きたいというものがないようであれ

ば、方向性としてはこの方向でいきたいと思いますけれども、それ

はよろしいですか。 

 

原田副議長  過去のこの研修先一覧で、先ほど説明があったと思うんですが、

平成２６年度と２８年度にコミュニティスクールの実例を視察し

てるんですよね。 

 

小山田議長  そうですね。 

 

原田副議長  で、２８年度は私も行きましたけれども、とにかく、先進例、す

ごく進んじゃってて、いやあ、あんな、無理だよっていう感じにな

ってきちゃったんですね。だから、そういう感じでも、この会議な

んかでもコミュニティスクールに一足飛びに何か提言をするとい

ってもなかなか難しいなということで、ある種頓挫してしまったよ

うに記憶してるんです。ただ、すごく大事なことだし、小金井市と

してもやらなきゃいけない方向なので、きょう議論しているような

コミュニティスクールに一足飛びに行くんじゃなくて、そうじゃな

い地域連携というのがどういうふうなことができるかということ
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でやればいいのかなって思いました。 

 

首藤委員  研修の過去の事例を見てみると、多くの場所に研修に行かれてい

るけれどなかなか参考にならないことが多い様に思えます。柴田先

生が述べられたようにまずは「小金井スタイル」の様なものを明確

にしていく為の研修に参加していく姿勢が大事ではないかと思い

ます。目的が明確でないとなかなか参考にならない。今の方向性の

概要やその合意を再度確認してから研修にのぞむという姿勢が必

用なのかもしれません。 

 

原田副議長  おっしゃるとおりですね。だから、小委員会の中で議論が出てい

たのは、例えばこのメンバーの任期の中である種提言のようなもの

をまとめて我々の意見とする。それを目標にしてはどうか。去年の

生涯学習施設、狭山市の見学は、今回のホームページの改訂にすご

く役立ったと思いますね。 

 

首藤委員  そうですね。 

 

原田副議長  そういう流れですね。 

 

小山田議長  実際すばらしくて、自分たちのできるところからやろうというこ

とにはなったんですが。そうなんですね、実際、これまで見ていっ

ているところはやはりコミュニティスクールだったので、かなり小

金井とは違っていて、それを見て終わっているだけという感じだっ

たので、もうちょっと、実際小金井だったらどういったところから

できるかっていうことも考えつつ、それこそ、ホームページじゃな

いですけどできるところからやれるような、参考になるようなとこ

ろに見に行くというようなことができたらいいかとは思うんです

けれども。いかがですかね。 

 その辺、城さん、いかがですか。方向性として。 

 

城委員  そうですね、私も狭山市に行きまして、あ、こんなに違う市があ

るんだっていうのを。あまり私も知らなかったので、あ、こういう

ふうにしてみんながかかわっていければいいなというのを、やっぱ

り、行って初めて知るということはあるので、そういうところがあ
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れば行ってもう少し勉強したいなというのもあります。 

 

小山田議長  方向性としては、学校関係っていう地域連携的な話なんですけれ

ども、それはよろしいですか。 

 

城委員  はい、そのままで。 

 

小山田議長  そのままでよろしいということで。 

 

城委員  で、杉並の人が、今、子どもに食事をということでやってる方が、

ちょっとこの間お会いしまして、大変なのよって。やっぱり企業の

寄附があるとすごくやりやすいけれども、企業の寄附がないと大変

なのよというのをちらっと聞いて、あ、そうか、小金井市って企業

がないからなかなか大変なのかなというのをそのときに思ったん

ですけれども。そういうふうなのも、いろいろ聞いたり見たりしな

いと、ただ漠然と新聞を読んでるだけではわからないので、わかる

ように少しでも勉強させていただける何かこういうものがいいな

と思っています。 

 

小山田議長  城さんのお話しされた子ども食堂。そういうのもいいですね。 

 

城委員  いいです。 

 

小山田議長  よろしいですか。            

 では、方向性としては、学校との地域連携ということでいって、

その後、小金井スタイルっていう形で社会教育委員会として何か提

言を出すというような形で進めていきたいと思いますが、じゃあ、

それでご承認いただけますでしょうか。 

 

（「はい」という声あり） 

 

小山田議長  ありがとうございます。そうしましたら、具体的な場所というの

は、さっきも福井委員もおっしゃってくださいましたけれども、 

１２６と、あとちょうど１２９、１３０ですね、ちょっと見ていた

だいて、で、ここを見に行きたいというところがありましたら。こ
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こに掲載されてなくても、何か、いらっしゃってあそこの学校がい

いとかそういうのがありましたら、それはじゃあ次回の委員会でや

らせていただければと思います。 

 じゃあ、「平成３０年度の視察研修について」ということは、議

題としてはこれで終わりたいと思います。 

 議題として、「その他」ということで、何かございますでしょう

か。 

 

西田生涯学習部長 すみません、事務局側からなんですけれども、前回、三者合同

会議の中で、公民館は「新しい公民館のあり方」というのを発表さ

せていただきました。こちらは、公民館運営審議会のほうで、１年

半ぐらいにわたって審議していただいた内容の一部を、公民館がこ

れまで果たしてきた役割及びこれからの公民館の果たすべき役割

というところに着目するとともに、新福祉会館というのが今回小金

井市で議論になっておりますが、その中で、一体、社会教育、公民

館活動というのはどういうふうにするんですかというようなこと

を教育委員会としてまとめたものを発表させていただきました。 

 その中で、実は社会教育委員の会議の大きくかかわる部分があり

まして、前回あまり時間もなかったのでその辺のところを細かく申

し上げられなかったんですが、ポイントが２つあります。１つは、

これからの社会教育及び生涯学習というものは、地域課題解決学習

につながるものであると。それからもう１つが、社会全体で社会教

育及び生涯学習の機会を広げ、拡大していくこと。つまり、システ

ムとしての生涯学習及び社会教育というものを維持発展させてい

くんだ。ということは、公民館の立場でこれを、あり方として、教

育委員会としていわゆる大きな方向性として示しております。 

 その２つのポイントですが、これは実は社会教育全般のことにも

かかわる形になっておりまして、きょう、後で発表があるかもしれ

ないんですが、福井さんが都の社会教育委員連絡協議会というとこ

ろで、第５ブロック研修会で、日本女子大学の先生のお話がありま

したけれども、ちょっとここに重なるようなご報告があります。後

でご発表があるのかもしれませんけれども、いわゆる地域課題解決

というような話がやはりここにも登場してくるんですね。 

 ですので、先ほど来、視察先のご検討の中で出てきたいわゆるコ

ミュニティスクールは、先ほど城さんのお話にもありましたけれど



 -２４- 

も、企業とかっていう話が出てきました。もう、行政で何かをお膳

立てをして、それに沿った形だけで全ての地域課題を解決していこ

うという時代ではないのかなと。ですから、いろいろな市民が持っ

ている力、あるいは市にある企業、その他いろいろな、今情報は発

達しておりますので、そういったものをどういうふうに活用しなが

ら、行政としてはそれをどのように生かして、あるいはコーディネ

ートして、あるいはファシリテーターとしてどのような役割を果た

して社会教育、生涯学習というものを今後進めていくのかという、

大きな岐路に立っているかなというような感じが、私、しておりま

す。 

 そういう意味で言えば、今回の視察研修っていう、先ほど首藤委

員もおっしゃいましたけれども、小金井らしくどういうふうに求め

ていくのか。小金井スタイルとおっしゃいましたけれども、そうい

った、時代なりのいろいろな要請がある中で、どのように着実に方

向性を定めて着実に進んでいけばいいのかというのは、これから非

常に大きな課題となっていくなと感じております。 

 したがいまして、３０年度視察研修それから今までお話しいただ

いた生涯学習支援センター機能、こういったものを発展形として最

終的に小金井としてのスタイル、生涯学習・社会教育というのはど

うするんだろうというところについて、あわせて、ご提言というわ

けではないんですけれども、やはりこの会議の中でどのような形に

して議論するかというのは、市の中でも考えていかなきゃいけない

なと思ってますけれども、適宜意見交換しながら何らかの形でやっ

ぱり議論をしていただきたいなと思っております。 

 本日のところ、何か具体的にというのはないんですけれども、今

後そういうような考え方も市のほうと教育委員会のほうとござい

ますので、ご協力方、よろしくお願いしたいと思います。 

 以上でございます。 

 

小山田議長  ありがとうございました。 

 まさにというところですけれども、じゃあ、また事務局とも相談

しながら、これからまた議題としていろいろ皆さんと話し合ってい

きたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 そうしましたら、報告事項ということで、今もお話が出ておりま

したが、福井さんのほうで、平成２９年度都市社連協第５ブロック
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研修会ということでまとめていただいておりますので、その後、首

藤さんのほうからも第４８回関東甲信越静社会教育研究大会の報

告が挙がっております。 

 では、まず福井さんのほうから、報告書に基づいて簡単にご説明

をお願いいたします。 

 

福井委員  お手元の資料の中に福井の報告があります。第５ブロック研修会

が、平成２９年１０月２８日、三鷹の元気創造プラザで開催されま

した。 

 １つ目は、田中雅文教授による講演会ということで、「市町村に

おける生涯学習の展望」というテーマで聴講しました。それで、生

涯学習とはという基本的な考え方、また意義ということ、あと、今

後の生涯学習の行政課題ということで、お話をされました。基本的

には、人と組織が社会的関係を、つながりを重視して学習の成果を

地域に貢献するというのが、全体的な話でまとまっておりますし、

あと、先ほど西田部長が言われたように、社会教育は地域づくりと

いうものを重視してやっていかなきゃいけないんじゃないかとい

うお話をされたということが、１つ目の講演会のポイントだと思い

ます。 

 裏のページに行きまして、その後、元気創造プラザの施設見学を

しました。こちらの建物は、昨年の平成２９年４月１日にオープン

しまして、一番特徴のあることが２つあります。１つは、施設とい

うことの中で、市民目線でつくられている建物じゃないかというこ

とです。例えば、施設の特徴として１つ目の米印なんですけれども、

案内掲示板またはフロアを色別に分けているということで、２階に

上がったら、ピンク色のドア、ピンク色の椅子、それで、保健関係

の仕事をやっているよとか、４階に行けば、エレベーターの扉及び

壁面等を含めまして、生涯学習関係の提供をするフロア自体がオレ

ンジ色に統一しているというようなことで、地下から５階まで、間

違ってエレベーターをおりても、自分が行きたい色だけ覚えておけ

ばそのフロアに行けるということで、非常に市民目線でつくられて

いるというのが１つ目の大きな特徴の施設じゃないかと思います。 

 もう１点は、災害に強いまちづくりの機能が融合されているとい

うことで、全て三鷹市の災害活動拠点をここにまとめているという

ことで、非常に小金井市も見習うべきだと思います。例えば、現状
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は会議室という名前で、何々会議室という名称で提示されている部

屋自体も、もう既に、災害が生じた場合この部屋は何に使う部屋だ

ということまで、掲示で入り口のところの会議室の下に告知されて

います。例えば、ここは消防署、市長、災害責任者が使う部屋だよ

とか、そういうところまで明記しているところで、今後、例えば本

庁舎が開設されたときでも、そういう防災関係の対応を当然してい

かなきゃいけないと思うんですけれども、現状の既存では会議室に

使っているところも、いざそういう防災の活動をする場合、こうい

うお部屋で集合するということも事前に確保していて明示されて

いれば、利用しやすいんじゃないかということです。 

 そういうところも含めて非常に見習うことが提示されているん

じゃないかということで、市民目線あと有効性という面では、施設

としては参考になるとの想いで、見学してきました。 

 以上です。 

 

小山田議長  ありがとうございます。 

 先に、続けて報告をいただいて、後で、皆さんに追加ことがあれ

ば伺いたいと思います。 

 第４８回関東甲信越静社会教育研究大会静岡大会ということで、

あ、福井さんも出していただいて、福井さんと首藤さんのほうから

出ておりますので、じゃあ、続けて福井さん、こちらのほう、簡単

にお願いします。 

 

福井委員  関東甲信越静社会教育研究大会の報告をします。 

 こちらの大会は、平成２９年１１月１６日及び１７日、沼津市で

第４８回が開催されました。ここに記載しているように、大会テー

マは「社会教育を広げよう 人の輪 地域の輪」ということで、や

はり社会教育は地域の力も必要じゃないかという内容が大テーマ

でした。趣旨としては、住民と地域がつながることで地域の教育力

を高め、地域での一体感を強めていくということで、参加者が６６

０名、１都１０県から参加しました。 

 講演会で、久能山東照宮の落合偉洲宮司で、徳川家康公と久能山

東照宮ということでお話しになられました。徳川家康と久能山東照

宮とのつながりはこうですよという説明の後、徳川家康自体も社会

教育に貢献した人であるということで、人づくり、心の豊かさ、文



 -２７- 

化継承というように努めた人であるというのが主旨であり、それと、

全体的なまとめとしては、報告書の一番下段の３行に書いてますけ

れども、１都１０県参加されましたから、皆さんの地域においても

眠っている郷土資料というものがあると思うということを言われ

ました。その資料自体は、たまたま徳川家康の時計を国宝で出して

いるつながりでお話しされたんですけれども、例えば、そういう、

郷土に眠っている資料自体を指定・認定の国宝を目指すということ

の活動自体が地域の活性化に結びつくと。これ自体も社会教育じゃ

ないかというお話をされたというのが、記念講演の中身でした。 

 裏のページに行きまして、次はシンポジウムということで、テー

マが「未来へつながる地域をめざして」ということで、静岡県内の

３人のシンポジストが発表されました。１人目は、静岡市内の方な

んですけれども、子どもと地域商店をつなぐ活動をしているという

ので地域活動。これも社会教育じゃないかということで再認識しま

した。２人目は、伊豆の国という市がありまして、地域を知っても

らおうということで、お菓子を販売しながら、そのお菓子の中に伊

豆地方の風景を取り入れたお菓子づくりをしているということで、

地域を知ってもらう活動をしていると。３番目の方は、沼津市の方

で、パン屋さんの協力を得て、パンマルシェというようなイベント

の活動をしながら人と地域をつないでいるということで、全体的に

は、地域で活動しているもの自体がもう社会教育であるということ

を理解したということで、３人のシンポジストの発表を聞いたとい

うことです。 

 次の日には、分科会ということで分かれまして、このグループと

しては９０名参加しました。事例発表としては、「社会教育委員の

あり方」ということで茨城県ひたちなか市の社会教育委員の方が発

表されました。その中で、非常に小金井市と違って、ひたちなか市

として社会教育委員のメンバーはもう少し努力すべきかなという

ような思いを強くしました。 

 ４つほど明記してますけれども、１つ目、我々、今、会議をやっ

てますが、茨城県は４４市町村あるんですけれども、こういう定例

会議を年に１回か２回しかやってない市町村は４４市町村のうち

３１市町村ということで、全体の７０％は年に１回ぐらいしか会議

をやってないという報告がありました。 

 次に、公募委員の選任ということで、我々を含めましてこのメン



 -２８- 

バー、１０名の委員がおりますけれども３名が公募委員で選出され

ていますが、茨城県のほうは各企業・団体の代表者が選任されてい

るということで、茨城県内では４４市町村のうち２町村のみ公募委

員を選任しているにすぎないということ。 

 ３番目に、任期ですね。小金井市は３期までということなんです

けれども、先ほどの２番とリンクするんですが、茨城県は４期、５

期の人が多いというのと、やはり、各企業・団体の代表者が選ばれ

ているということで高齢者が多いということで、今後いろいろ検討

していきたいという意見がありました。 

 それと、最後になるんですけれども、茨城県は従来、社会教育委

員の会議は生涯学習課でやってたということなんですが、２年ほど

前から青少年課に所属したということで、生涯学習から切り離して

運営しているということです。現状、生涯学習というところも並行

してつながっていくんですけれども、その後、特に小中学生と一部

高校生に特化して視察研修をやりながら、方針等を含めて提言して

いるということで、青少年に特化している、これはちょっと特別な

活動の社会教育委員の中のテーマということで特化している内容

じゃないかということ。 

 全体的にひたちなか市は、高齢化しているということで、もう少

し委員の質を向上していかなきゃいけないんじゃないかというこ

とでまとめました。 

 それと、もう１つ、もう来年度ということになるんですけれども、

次回開催予定は長野大会ということで、日付の記載どおり発表され

たんですが、もう既に我々の手元に来年度の１１月１５、１６日の

長野大会のチラシを長野市が準備されていまして、もう分科会の中

身まで公表されているところで、当日の沼津の大会に長野大会で準

備されている市の紹介の報告及びキャラクターの、小金井でいう

「こきんちゃん」のぬいぐるみですね、そういうのも会場に来られ

るということでした。 

 まだ１年以上先の段階から既に次回の長野市の準備されている

ということも、いい意味で驚きの感を持っているということで、機

会がありましたらぜひまた他市の状況を知るということと、当然、

分科会の後、参加しましたから、いろいろ人とのつながりというこ

とで参考になったということで、また機会がありましたらいろいろ

な大会等参加したいという強い思いをいたしました。 
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 以上です。 

 

小山田議長  ありがとうございます。 

 この大会、首藤さんも行かれていらっしゃるので、何か補足とか

感想がございましたらお願いします。 

 

首藤委員  福井さんと一緒に参加させていただきまして、今福井さんのほう

から概要のご説明も感想も詳しくされましたので、私のほうは個人

的な感想、そんなふうに少しお話をさせていただきます。 

 全体的には、参加されている社会教育委員自身が社会教育とは何

ぞやということに悩まれてる方が非常に多いと感じました。懇親会

等でいろいろな社会教育委員の方たちと話したんですが、実態とし

ては、自分たちがやらなきゃいけない使命とは何かというところで

悩んでらっしゃる方が非常に多いんだなというのを感じたという

のが、全体の印象でした。 

 で、いろんな検証の中で、そうだよねって思ったのが、やっぱり、

社会教育っていうのは生涯教育、実は、若い世代に対する取り組み

というのがすごく重要で、最初のステップでどう社会教育を若い世

代にくみしていくのか、組み入れていくのかということがすごく重

要なんだなというふうなことを感じました。その事例として、幾つ

かの事例があったわけですが、その中で参考になることは、さっき

福井さんがおっしゃったとおりでございます。 

 もう１つ思ったのは、きょうの話にも通じるんですけれども、い

ろんなエリアでいろんな規模で社会教育が実践されていますが、早

く自分たちに合ったスタイルを見つけることが大切だと感じまし

た。自分たちのエリアに合った形をきちんとつくり上げるっていう

ことをしないと、なかなか形にして次の発展につながらない。だか

ら、我々はまずこの辺から始めようっていうところを早く固めるこ

とが非常に重要なんじゃないかというふうなことを感じた研修で

あったかなと思います。 

 ちょっと漠然としていてなかなか伝わらないかもしれないんで

すけれども、そんなふうなことを感じました。概要は福井さんがお

っしゃったんで省略します。 

 

小山田議長  ありがとうございました。 
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首藤委員  それからもう１つ、ごめんなさい。 

 

小山田議長  はい、大丈夫ですよ。 

 

首藤委員  シンポジウムの中でいろんな団体が活動の悩みを報告されまし

た。もちろん資金面の苦労も多かったのですが、一番苦労されてい

るのはある程度の組織規模に成った以降、次のステップへの変化に

悩むということです。相談できるコーディネイターの必要性やそう

いう組織の必要性を感じました。そういうところに、ひょっとした

ら、我々の活動のヒントというか、持っていく方向性というのがあ

るのかもしれないなというふうなことも感じました。 

 ちょっと補足しました。 

 

小山田議長  ありがとうございました。 

 では、もう１つということで、平成２９年度１２月に行われた東

京都市町村社会教育委員連絡協議会ということで、これは福井さん

が書いてくださっているので、とりあえず福井さんに簡単に。あと、

皆さんに聞いていきたいと思います。 

 

福井委員  おっしゃるように、協議会の交流大会・研修会が１２月２日、立

川市でありまして、参加してきました。 

 冒頭、朝岡幸彦、立川市の都市社連協の会長の方が挨拶されまし

て、今後の地域社会教育は学校教育や福祉との連携にて展開してい

くべきだというお話をされました。その後、交流大会に関しまして

は、先ほど第５ブロックで我々のほうの小金井市は三鷹の元気創造

プラザへ行ったんですけれども、都市社連は５つのブロックに分か

れていまして、各ブロックの幹事の方が、１１月、１２月ごろ活動

された報告をされました。 

 ちょっと驚いたことに、次のページの一番上のところに入ってま

すけれども、第３ブロックの日野市の中で、小金井市の貫井北分館

長の村山さんっていう方が講演をされたということで、機会があれ

ば我々も貫井北分館長の村山さんという方の講演を聞いてみたい

なという思いをしました。 

 一通り各ブロックの研修会をされたというのを聞いたというの
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と、最後になりまして、研修会ということで、落語を勉強されて、

現状の肩書きは演芸家の稲田和浩さんの講演を聞きました。この方

は男性なんですけれども、和服で登場されて、拍手喝采を浴びたと

いう方なんですけれども、テーマが「江戸時代の生涯学習」という

ことで、江戸時代の庶民がどのように学びを会得したかというのが

中身でした。江戸庶民は元禄時代において、娯楽、旅、食生活など

の文化が開花した時期であり、このころから江戸庶民が学びを会得

していったんじゃないかというのと、一般的には江戸時代の庶民は、

落語及び講談などを通して常識的なものとか生き方を身につけた。

また、寺子屋教育も識字率１００％につながるというようなことで、

寺子屋等の勉強も非常に寄与したんじゃないか。 

 江戸庶民の学びというのは自然に耳から落語、講談などを聞きな

がら常識的な生き方を身につけたということで、これも社会教育の

学びの１つのルーツじゃないかというお話をされたということを、

講演会で聞いたということです。 

 以上です。 

 

小山田議長  ありがとうございます。 

 今、福井さんと首藤さんのほうから研修会のご報告があったんで

すが、関東甲信越静は２人だけなんですけれども、ほかの２つは皆

さん行かれていらっしゃったので、何かご質問、補足とかご感想と

かありましたらお伺いできたらなと思いますが。 

 じゃあ、原田委員。 

 

原田副議長  私も立川の会合に出ました。福井さんがおっしゃったように、貫

井北の村山さんがそういう人だって初めて知って、びっくりしたん

ですね。うちへ帰って、「村山孝一」って検索すると、だーっと出

てきますね。で、プラネタリウムの解説をする。登山家で、星空の

写真を撮る。あの人をいつも見てるけど、そういうふうに全然見え

ないです。びっくりしました。 

 それで、貫井北の活動って、館長みずからがいろんな講座なんか

に出席して、すごくユニークなのをやってるんですね。そういう意

味では、彼のそういう多彩な経験が講座の中身にも反映してるのか

なっていう感じがしまして、興味の部分がいろいろ出た、地域のそ

ういうパワーを生かしてということが大事だなということとこの
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人はつなぐんだなという感想を持ちました。 

 それから、首藤さんに質問ですけれども、若い世代への取り組み

が大事だというふうに、何か具体的なアイデアって出ましたか。 

 

首藤委員  アイデアというか、事例の中で、茨城のひたちなか市の事例の中

で、ページ数を打ってなくて申しわけない、一番最後の、「社会教

育の起点は若い世代からと、まず決めた」と。決めて、その割り切

りが社会教育自身のモチベーションにつながっていって、次のステ

ップ、次のステップというふうな中に入っていく、つなげたい。と

いうことが、それが正しいかどうかっていうよりも、そこに決めて、

起点を置いて活動し始めたことが社会教育委員会自身の発展にも

つながっていってるというような話が、非常に印象的だったかなと。 

 

原田副議長  なるほどね。それでふっと思い出したんですが、私ら団塊の世代、

我々の世代でいうと、つまり、会社が全部やってくれるみたいな、

ある種。大きい会社でも小さい会社でも、とにかく定年まで会社に

いて、会社の中に社会があって、いろんなことは全部会社で学ぶみ

たいな。そういう意味で、今の世代はどうかなというと、全然会社

に捉われていませんね。うちの子どもたちもそうです。会社員、１

人もいなくて、自由にやってて。で、結構、地域の連中とつながっ

てるんですね。そういう意味では、その若い世代にもう決めて、そ

こで社会教育をやるんだっていうことから、何かやっぱり新しいこ

とが出てくる。それから、地域の課題を解決っていう話が出ました

けれども、解決する知恵が若い人から出てくるというような気がし

ましたね。 

 

小山田議長  ありがとうございます。 

 そのほか、いかがでしょうか。 

 

福井委員  今、原田委員の、若い人はどうですかという話だったんですけれ

ども、静岡大会で言った３人のシンポジストに関しては、社会教育

をやるっていうんじゃなくて、地域で活動するというのが結果的に

社会教育につながっているということで、あくまでも地域活性化と

かまちづくりとか地域コミュニティをやるというので活動事例、及

び、我々も、社会教育ありきっていう肩書は一切なくして、地域で
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いかに貢献するとか活動するとかっていうことで、３０代の女性の

３人のシンポジストが報告されたんですけども、それが社会教育に

後で結びついているということです。だから、社会教育が、若い人

が、冠があって参加するということで、地域活動から、先ほど西田

部長が言ったように、人と地域が結びついて社会教育につながって

いくということであるということです。今の若い人が社会教育に飛

び込むというのとはちょっとかけ離れて、スタートの起点が結果的

に社会教育活動に結びついているということで理解しております。 

 

柴田委員  首藤委員と福井委員がおっしゃったように、例えば子どもを対象

に社会教育活動をしようというと、保護者の世代、子育て世代の２

０代、３０代とか４０代の人たちもおのずと入ってきますし、それ

から、子育てを終えた世代の方も社会教育活動として入っていくと

いうことで、いろんな世代の方が子どものために動くということ自

体が社会教育活動になるという意味で、この茨城の決定というもの

はすごくおもしろいなと思いました。 

 あと、若者の社会教育というところですけれども、最近、働きな

がら会社以外の人とつながって、いろんな価値を交換したりとか、

いろんな趣味的な活動をしたいという若者のニーズが実はあって、

ＮＰＯなんかが主催しているカフェのような、若者の市民大学が渋

谷を拠点にしている大きいものもありますし、あと、立川のほう、

西東京のグループもありますし、長坂先生がされている小金井雑学

大学のようなものの若者版というのが、今、草の根的に活発に実は

あるというのも注目するべきことかなと思います。 

 そこで活動している若者たちに話を聞いたことがあるんですけ

れども、何で公民館じゃなくてそういう場に行くのっていうふうに

聞きましたら、おしゃれだからって言ってました。（笑）インター

ネットも見たんですが、すごく工夫されていて。でも、結構会費な

んか高いんですよね。それでも若者が参加しているので、やっぱり、

ちょっと何か若者を引きつける何かこう魅力のようなものがそこ

にはあるんじゃないかなと思いました。 

 

小山田議長  ありがとうございました。 

 城さんはどちらか行かれましたか。 
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城委員  私も立川へ行かせていただきまして、ああ、江戸時代からこんな

に勉強されてたんだというのを、私、それをすごく感じました。、

現代の人のほうがもっと勉強してるのかなと思ったんですけれど

も、この講演を伺ったときに、ああ、江戸時代の人もこんなに勉強

したんだっていうのを、ほんのちょっとしたことなんですけれども

思いまして、今の人たちも、恵まれているところはすごく恵まれて

いるんですけれども、そうでない人たちがたくさんいるということ

で、それを何とか、子どもを通して。親が一番動くのは、子どもを

通してというのが一番動くので、子どもを対象にいろんなことをや

っていくのがいいかなと、私はそれを聞いてても思いました。 

 

小山田議長  きょう、全体として何かご意見ありますか。何かありましたら。 

 はい、ありがとうございました。 

 私も、最初の立川と参加させていただいて、アフターの話になる

んですが、立川の終わった後の懇親会に行かせていただいたんです

けれども。小金井は私１人だったんですが、ほかの地域は四、五人

ぐらい残っていて、結構やっぱり交流されていたので、いろいろご

予定はあるかと思うんですが、一人でどうしようと。逆に、ほかの

市の人たちに交じって話してきたんですけど、ちょっと寂しい感じ

がしましたので、また次回あるときはぜひどなたか、よろしくお願

いします。（笑） 

 でも、そういう場でほんとうに、他市の人たちといろいろお話が

できる機会がやっぱり。研修だけ出てもそれで終わりなんですが、

他市の社会教育委員会の方たちとの交流というのもまたいろいろ

できるので、また来年度よろしくお願いいたします。 

 では、続いての報告ということで、その他になりますが、「平成

２９年度成人の日記念行事の開催報告について」ということで、こ

れは事務局。 

 

内田生涯学習課長 生涯学習課長です。平成２９年度成人の日記念行事につきまし

て、平成３０年１月８日の祝日に行いましたので、概要についてご

報告させていただきます。 

 ２部制といたしまして、第１部、第２部。第１部で線路の北側、

第２部で線路の南側をとり行いました。対象者でございますが、平

成９年４月２日から平成１０年４月１日生まれの方になります。こ
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ちらの人数、平成２９年１１月２日現在になりますが、１,２８６

人が対象となっております。 

 内容につきましては、式典に引き続きまして貫井囃子、ビデオメ

ッセージ、抽選会などを行ってございます。出席された人数でござ

いますが、１部のほうは３３１人、２部で３６９人です。また、市

内からが６４２人、市外からは５８人、合計で７００人参加してい

ただいております。出席率は５４.４％です。なお、平成２８年度

は対象者数が１,２０７人のところ、参加者数７０２人でしたので、

参加率５８.２％と、ほぼ横ばいとなってございます。 

 以上です。 

 

小山田議長  ありがとうございました。 

 では、続きまして、「図書館の開館について」ということで、所

管長からお願いします。 

 

菊池図書館長  図書館長です。昨年９月から空調設備改修工事のために長期休暇

をしていました図書館本館ですが、工事が予定どおり完了しました

ので、今年１月６日から開館いたしました。 

 初日１月３日の本館の貸出し冊数は、昨年度に比べまして若干増

えているところでございますが、４カ月間休館したこともございま

したので、なかなかすぐには通常どおりの利用者数は、まだ戻って

きていないかなというところでございます。 

 今回の改修工事によりまして本館の空調設備は、フロア内の部屋

ごとに稼働できるようになりました。また、温度設計等も可能にな

りましたので、省エネになりましたし、冬場・夏場も皆様に快適に

ご利用いただける環境に変わりました。築４０年経過している施設

でございますけれども、今後も計画的に施設設備の環境整備を行い

まして、乳幼児の方から高齢者の方までが安心・安全に利用できる

公共施設を維持できるように努めてまいりたいと思っております。 

 なお、本館休館中に隣の別館に開設しておりました臨時窓口は、

平成２９年１２月２８日をもちまして閉鎖いたしました。 

 ご報告は以上になります。 

 

小山田議長  ありがとうございました。 
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西田生涯学習部長 すみません、議長、報告の③というのをちょっと失念しており

ましたので、ここで追加をお願いしたいと思います。 

 ③につきましては、平成２９年第４回定例会の報告ということに

なりまして、議会報告を簡単にさせていただきます。 

 平成２９年第４回定例会におきましては、平成２９年１２月１日

から同１２月２２日まで開催してございます。主に一般質問、それ

から私どもにかかわるところとしましては厚生文教委員会、予算特

別委員会、それから特別委員会として庁舎及び福祉会館建設等調査

特別委員会、及び行財政改革調査特別委員会というものが我々に絡

んでおります。当然本会議も絡んでいますけれども、以上の報告を

簡単にさせていただきます。 

 まず、一般質問ですが、生涯学習部関係は７名から１１件の質問

がございました。生涯学習課に絡んだ質問をされた議員は３名、図

書館に絡んだ質問をされた方が３名、公民館に関連した質問をされ

た方が５名ということでございました。詳しくは、市のホームペー

ジ等で議事録が公開されますので、そちらのほうをご参照いただけ

ればと思います。 

 それから、厚生文教委員会でございますけれども、生涯学習部関

係では陳情が３件審査されております。２件が小金井市体育協会に

かかるもの、もう１件につきましては図書館に関する陳情でござい

ました。この図書館に関する陳情につきましては不採択となりまし

たけれども、残る２件の陳情については継続審査ということになっ

てございます。 

 それから、あわせて生涯学習部関係行政報告が１件。先ほども私

のほうから発言させていただきましたが、新しい時代の公民館のあ

り方について、「小金井市公民館の中長期計画策定に当たってにつ

いて」ということを報告させていただいております。 

 それから、庁舎及び福祉会館建設等調査特別委員会でございます

が、生涯学習部関係では、新庁舎に対しまして図書館が当初の計画

の６施設複合化案に含まれていたことから、また新福祉会館に関し

て公民館が旧福祉会館に入っていたことから、質疑に関係をしてお

りまして出席をしております。今回、生涯学習部に関しての質問で

は特段なかったということでございました。 

 行財政改革調査特別委員会につきましても特段の関連質疑はな

かったということでございます。 
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 あと、補正予算が可決されたということでございます。 

 雑駁ですけれども、以上のとおり報告をさせていただきます。 

 

小山田議長  ありがとうございました。 

 その他、何かございますでしょうか。 

 

福井委員  図書館長から今も本館の説明があったんですけれども、昨年６月

から１２月、４カ月間閉鎖してたときに、一般市民の利用者から図

書館長の耳に入ったのが、クレームまではいかなくても要望とか何

か、その期間中に何かあればお聞きしたいと思います。 

 

菊池図書館長  ４カ月という長い期間の休館になりますので、私どもも非常に心

配をしておりました。まずは、閉館する前に市民説明会を２回ほど

開かせていただきまして、本館設備の現状と、改修工事が必要なこ

と、あと臨時窓口を開設しますということを丁寧に説明させていた

だきました。また、休館中も、工事の進捗状況を見極めながら、可

能な限り資料を提供していくというようなことをいたしましたの

で、こちらはご意見をいただくことを覚悟していたんですけれども、

ほとんどありませんでした。やはり、長いということがありますの

で、まだ開かないんですかとか、そういうお話がありましたけれど

も、直接的にすごいご意見というものはいただかなかったと思って

います。 

 以上です。 

 

福井委員  今の図書館長の意見のとおり私も耳にしたんですけれども、やは

り問題がなかったように一般市民個々には聞いています。やはりこ

の期間、ある程度本館利用者が貫井北センター及び東センター、緑

センターの図書館に一般市民の利用者が利用するんじゃないかと

いうことで、どうかなということで、１０月、１１月ごろ貫井北セ

ンターの図書館の職員に聞いても、本館利用者が押し寄せるという

こともほとんどなくて、ただ、こういう本がありますかというよう

な問い合わせが少し多かったかなという感触程度で、一切利用者の

クレーム等、本館のクレームは一切なかったということで聞いてお

ります。図書館長が  提示された、いつオープンするんですかと

いう告知をもう少ししっかり、わかりやすく、されたほうがいいか
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なという感触でした。 

 以上です。 

 

小山田議長  ありがとうございました。 

 では、私のほうから１つありまして、三者合同会議のときに、 

科学の祭典の参加について、どういうふうにしていったらいいかと

いう話が出たと思うんですが、これにつきまして、これから日程を

決めるんですが、三者の正副で話し合いをしろということになりま

した。その話し合いの後、次回の委員会になるかと思いますが、ま

たお話しできたらと思いますので、とりあえず原田さんと私のほう

で話をしてまいりますので、ということでご承認いただけたらと思

います。 

 それでは、本日の議題は以上で終了させていただきたいと思いま

す。 

 次回の会議につきましては、２月１９日の月曜日、午前９時半か

ら、今度はまた第二庁舎の８階になります。 

 以上でよろしいですか。何がございますか。 

 そうしましたら、本日の会議を終了させていただきます。 

 どうもありがとうございました。 

 

 


